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お
子
さ
ん
の
写
真
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
報
あ
か
い
わ
で
は
、来
月
号

か
ら「
げ
ん
き
ッ
ズ
！
あ
か
い
わ
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設

け
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、広
報
発

行
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん（
５
月・６
月
生

ま
れ
）の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。掲
載
を
希
望
す
る
人
は
①

写
真（
返
却
は
あ
り
ま
せ
ん
）②

氏
名（
ふ
り
が
な
）③
生
年
月
日

④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
保
護
者

氏
名
⑦
簡
単
な
コ
メ
ン
ト（
30
字

程
度
）を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
４
月
５
日
㈭
ま

で
で
す
。

■
あ
て
先

　

〒
７
０
９‐

０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
３
４
４

　

赤
磐
市
役
所
秘
書
課

　
（E-m

ail  akaiw
a_info@

　

city.akaiw
a.lg.jp

）

広
報
あ
か
い
わ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

↓表紙の雰囲気も変わりました。

　

広
報
あ
か
い
わ
が
、
こ
の
４

月
号
か
ら
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
、
市
政
情

報
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
今
ま

で
別
々
の
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
も

の
を
、
ひ
と
つ
の
デ
ザ
イ
ン
に

統
一
。
ま
た
左
ペ
ー
ジ
端
に
は

ペ
ー
ジ
の
見
出
し
を
設
け
、
分

か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

②
緑
色
を
基
調
と
し
て
い
た
配
色

を
、
彩
度
を
抑
え
た
落
ち
着
き

の
あ
る
青
色
に
変
更
。

③
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一

新
。
休
日
当
番
医
を
別
の
表
に

ま
と
め
た
ほ
か
、
情
報
ボ
ッ
ク

ス
に
あ
っ
た
相
談
日
程
表
を
こ

ち
ら
へ
移
し
ま
し
た
。

④
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
デ
ザ
イ

ン
を
変
更
。
な
る
べ
く
写
真
を

多
く
掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。ま
た「
ス
マ
イ
ル
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
取
材
先
で
出
会
っ
た

皆
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

今
月
の

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
スTOP
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▶
新
消
防
庁
舎
の
建
設
予
定
地

平成24年度
施政方針

〈
防
災
〉

校
舎
・
庁
舎
の

耐
震
化

　

現
在
進
め
て
い
る
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
、
平
成
26
年
度
に
は

す
べ
て
の
学
校
で
完
了
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
耐
震
化
が
困
難
な

ひ
か
り
幼
稚
園
は
今
年
度
に
設
計

し
25
年
度
か
ら
２
年
間
で
建
て
替

え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
平
成
23
年
度
に
耐

震
化
診
断
を
し
た
結
果
、
１
階
事

務
ス
ペ
ー
ス
に
耐
震
補
強
工
事
が

必
要
で
す
。
し
か
し
工
事
期
間
中

の
仮
設
庁
舎
の
手
配
や
、
工
事
完

了
後
の
利
用
空
間
が
狭
く
な
る
な

ど
の
諸
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
て
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
本
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
方
向
付
け
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
支
所
や
市

民
の
緊
急
時
避
難
場
所
と
な
る
中

央
公
民
館
、赤
坂
・
熊
山
公
民
館（
吉

井
会
館
は
耐
震
化
診
断
不
要
）
な

ど
も
今
年
度
に
は
耐
震
診
断
を
し

て
い
き
ま
す
。

2月28日の平成24年3月第3回市議会定例
会で井上稔朗市長が施政方針を述べました。
これは、その内容をまとめたものです。

新
消
防
庁
舎
の

建
設

　

新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
に
い
よ
い
よ
着
工
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
・

救
急
で
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
安
全
安
心
を
与
え
る

施
設
を
目
指
し
、
さ
ら
に
災
害
に

強
い
施
設
と
し
て
も
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
今
年
度
で

熊
山
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、

全
市
の
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
完
了
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し

　

赤
磐
市
地
域
防
災
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
時

の
よ
う
な
混
乱
し
た
と
き
に
対
応

で
き
る
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

や
災
害
の
種
類
に
合
っ
た
避
難
場

所
の
選
定
、災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
防
災

計
画
を
見
直
し
ま
す
。

雨
水
対
策

　

集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
し
て
、
特
に
浸
水
被
害
の
防
止

の
た
め
の
雨
水
対
策
事
業
、
吉
井

川
の
暫
定
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
砂

川
・
こ
ぶ
川
合
流
点
の
改
修
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
は
国
や
県
に
対

し
て
、
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

〈
健
康
〉

市
民
の
健
康
対
策

　

市
民
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
は
、

日
常
生
活
で
の
運
動
を
奨
励
す
る
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◀
学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

　

話
し
合
う
参
加
者

と
と
も
に
疾
病
予
防
や
各
種
検
診

で
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、

予
防
の
た
め
の
特
定
検
診
の
充
実

に
尽
力
し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検

診
な
ど
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
検
診
を
受
け
や

す
い
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

高
校
１
年
ま
で
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
や
小
児
用
肺
炎
球
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
実
施
を
し
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
全
額
補
助
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

今
年
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
な
ど
と
と
も

に
多
く
の
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
や
環
太
平
洋
大

学
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

と
連
携
し
た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
め
、
健
康

管
理
も
併
せ
持
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
環

境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
、
プ
ー
ル

の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
と

交
通
体
系
の
整
備

　

第
２
次
岡
山
県
地
域
医
療
再
生

計
画
に
基
づ
く
赤
磐
市
地
域
医
療

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
協
議
会
を
設

置
し
、
市
内
の
地
域
医
療
の
再
編
、

機
能
分
担
な
ど
地
域
固
有
の
医
療

課
題
に
つ
い
て
、
課
題
の
解
決
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
に
つ
い
て
は

赤
磐
医
師
会
病
院
な
ど
の
医
療
機

関
と
連
携
し
、
在
宅
療
養
を
支
援

す
る
診
療
所
へ
の
転
換
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
民
病
院
と
赤

磐
医
師
会
病
院
と
を
結
ぶ
交
通
体

系
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。
市

民
バ
ス
に
つ
い
て
は
現
在
、
交
通

過
疎
対
策
と
し
て
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
運
行
の
効
率
化
と
利
用
者

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、

き
め
細
か
な
運
行
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
通

学
や
医
療
、
買
い
物
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
市

民
バ
ス
の
運
行
が
25
年
度
か
ら
で

き
る
よ
う
今
年
度
中
に
運
行
計
画

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
子
育
て
〉

学
校
の
適
正
規
模

　

学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
で
審
議
を
い
た
だ
き
、

該
当
地
域
の
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
真
に
学

べ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
論
議
を

高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
統
合
で
遠
隔

地
の
学
校
へ
通
う
こ
と
に
な
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
見
直
し
や
高
校
へ
の
通
学
に

不
便
を
き
た
す
地
域
に
つ
い
て
は

交
通
機
関
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

保
育
園
も
同
様
に
適
正
規
模
に
つ

い
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
・
子
育
て
支
援

　

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、

教
育
機
関
や
家
庭
、
地
域
社
会
の

連
携
、
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
へ
の
早
期
か
ら
の
教
育

相
談
の
体
制
を
確
立
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
子
ど
も

た
ち
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た

め
、
小
学
生
の
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
へ
の
派
遣
、
中
学
生
の

海
外
訪
問
団
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

本
に
親
し
み
興
味
が
持
て
る
よ
う

に
、
小
学
校
、
中
学
校
の
図
書
館

司
書
の
配
置
を
充
実
し
ま
す
。

広報あかいわ（平成24年4月号） 4



▶
赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の

　
「
赤
磐
朝
日
米
ラ
ー
メ
ン
」

◀
赤
磐
を
代
表
す
る
特
産
品
の
桃

〈
生
活
環
境
〉

環
境
対
策

　

ご
み
処
理
施
設
の
計
画
は
、
26

年
度
操
業
を
目
指
し
て
、
今
年
度

か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
取

り
か
か
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
完

成
す
る
と
市
内
全
域
の
ご
み
処
理

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
分
別
な
ど
の
ご
み
処
理
方

式
を
市
内
で
統
一
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
引
き
続
き
地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

下
水
道
の
整
備

　

新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
伴
う
下

水
道
本
管
の
整
備
が
今
年
度
中
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き

山
陽
地
域
の
整
備
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
本
管
の
延
伸
に
伴
う

周
辺
地
域
の
整
備
も
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
と
と

も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
に

つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
産
業
〉

農
業
の
振
興

　

農
業
の
振
興
は
、
地
産
地
消
や

赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
込
み
な
ど

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て

新
規
就
農
者
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
進

め
ま
す
。

　

農
産
物
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
の
減
少

に
向
け
、
駆
除
費
の
予
算
を
増
額

し
て
被
害
防
止
対
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

市
内
中
小
企
業
振
興
と

企
業
誘
致

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
よ
り

快
適
な
住
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
年
１
月
か
ら
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
と
し
て
、
補
助
金
の
２

分
の
１
を
市
内
の
商
工
会
加
盟
店

で
使
用
で
き
る
商
品
券
で
支
払
う

制
度
を
始
め
、
大
変
好
評
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、

事
業
量
を
増
や
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
山
工
業
団
地
で
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｎ
赤
磐
製
作
所
が
建
設
中
で

あ
り
、
テ
ク
ノ
ポ
ー
ル
赤
坂
で
は
、

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
岡
山
工
場
の
増

築
工
事
に
着
工
。
ど
ち
ら
も
今
年

夏
か
ら
操
業
を
開
始
す
る
こ
と
か

ら
、
市
内
の
雇
用
拡
大
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
工
場
適
地
を
選
定
し
て
企

業
誘
致
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〈
財
政
〉

市
の
財
政
見
通
し

　

赤
磐
市
の
財
政
見
通
し
は
、
景

気
の
低
迷
に
よ
る
市
税
の
減
収
に

加
え
、
地
方
交
付
税
の
合
併
に
よ

る
優
遇
措
置
が
平
成
27
年
度
か
ら

順
次
縮
減
さ
れ
、
平
成
31
年
度
に

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
今
後
は
、
歳
入
が
大
幅
に

減
収
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
特

に
今
年
度
、
来
年
度
に
は
ご
み
処

理
施
設
や
消
防
本
部
の
建
設
、
下

水
道
事
業
の
推
進
、
学
校
の
耐
震

化
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
な
ど

市
民
生
活
に
必
要
な
大
型
事
業
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
も

見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
徹
底
し

た
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
長
期

的
展
望
に
立
ち
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
に
運
用
し
、
適
切
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平成24年度 施政方針
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第15回朗読会

永瀬清子の
詩の世界
～赤磐の女性詩人～

Photo Report　

２
月
19
日
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
第
15
回
朗
読
会
「
永
瀬

清
子
の
詩
の
世
界
」
が
開
か
れ
、
県

内
外
を
問
わ
ず
多
数
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

会
は
、
市
民
に
よ
る
朗
読
と
合
唱

で
開
幕
。
第
９
回
永
瀬
清
子
賞
表
彰

式
で
は
、
市
内
外
の
小
中
学
生
12
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
坂
さ
ん
の
講
演
で
は
、
永
瀬
清

子
の
詩
と
短
章
を
例
に
あ
げ
な
が

ら
、
こ
れ
ら
が
読
者
に
と
っ
て
同
伴

者
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
井
坂
さ
ん
と
な
ん
ば
さ

ん
と
の
対
談
で
は
、
熊
山
地
域
で
暮

ら
し
た
昭
和
20
年
代
の
永
瀬
清
子
の

詩
作
を
中
心
に
話
題
が
ひ
ろ
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
岡
山
の
方
言
で
書
い

た
詩
に
つ
い
て
の
話
も
あ
る
な
ど
、

永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
が
、
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

①市長から賞状を受け取る受賞者
②自分が作った詩について、ゲス
ト出演者の井坂洋子さんとなんば・
みちこさんから講評がありました。

①②
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　僕は幼稚園のころ、妹と一緒に障
子に穴をあけたときの思い出を詩に
しました。その詩が１番になってと
ても嬉しかったです。でもステージ
の上での発表はとても緊張しました。
　僕はもう障子に穴をあけたりしていません。ママの
お仕事を増やしてしまうからです。そのかわり、今は
ママのお手伝いで洗濯たたみをしています。ママも喜
んでくれるので、僕もうれしいです。

ママのお手伝いしてるよ
磐梨小学校１年　東

あずま

　正
まさのり

典 さん

③「生老病死ばかりではなく、日々の生活でつまづくことが
あったとき、永瀬清子の詩はいつも隣にいてくれる」。永瀬
清子の詩は読む人を励ます詩だと解説する井坂洋子さん。な
んば・みちこさんとの対談では、清子の詩について、彼女の
社会的な活動のありかたを中心に深く語られました。④優秀
賞受賞者は受賞作品を朗読。詩に表れているそれぞれの世界
観に会場からは感嘆の声が漏れていました。

永瀬  清子（1906-1995）

　永瀬清子は、１９０６（明治39）年２月17日、現在の赤磐市
松木に生まれました。２歳から16歳まで金沢に暮らし、北原
白秋や齋藤茂吉の短歌や、日本の古典文学に親しんだそ
うです。17歳のとき『上田敏詩集』を読んで詩人になりたい
と思い、愛知県第一高等女学校高等科英語部に進学し、
在学中より佐藤惣之助に師事。１９２７（昭和２）年に同校を
卒業、その年の秋に結婚し、その後２男２女の母となります。
　１９３０（昭和５）年に第１詩集『グレンデルの母親』を刊行
した清子は、翌３１年に夫の転勤にともない上京したこと
で、高村光太郎や草野心平、谷川徹三など多くの著名な
詩人や文学者との交友が広がりました。勉強や発表の場
が増えた清子は、１９４０（昭和15）年の第２詩集『諸国の天
女』を発表。高い評価を得ました。
　その後、戦争が激しくなり１９４５（昭和20）年１月には夫が
岡山に転勤。ともに岡山へ移った清子は、その年の岡山大
空襲に遭い終戦を迎えました。
　戦後、現在の赤磐市松木に帰った清子は、初めての農

業に携わることになります。このことが
清子の詩作に豊かな実りをもたらし、
この地で詩「美しい国」や「熊山橋を渡
る」など多くの代表作が生まれました。
　１９４９（昭和24）年に第１回岡山県文化賞受賞し、１９５２
（昭和27）年には、清子が主宰する詩誌『黄薔薇』を創刊
しました（現在も刊行中）。１９５８（昭和33）年には岡山県詩
人協会初代会長に就任し、後進の育成に励みました。
　松木で約20年暮らした後、通勤の便をはかるため１９６５
（昭和40）年には岡山市へ転居。1987（昭和62年）に詩集
『あけがたにくる人よ』を刊行。地球賞とミセス現代詩女
流賞を受賞しました。
　１９９５（平成７）年２月17日、89歳で亡くなるまで、詩集18
冊、短章集6冊、随筆集5冊、絵本２冊の著書を遺し、生涯
現役の詩人を貫きました。その功績が認められ、日本現代
詩人会物故名誉会員として名を連ねています。

生涯現役を貫いた女性詩人

③④
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■各検診内容および対象年齢
検診名 実施期間 対象年齢 自己負担額 検診内容 備　　考
胃がん
検診 4月～6月 40歳以上 900円 バリウムによるレントゲン撮影（胃

透視）
子宮がん

検診 6月 20歳以上女性 500円 医師による触診・内診、子宮頸部細
胞診（パパニコロー検査） 日曜日でも検診日を設けています。

乳がん
検診 7月～10月

30歳以上女性 500円 医師による視触診 個別検診委託機関は広報あかいわ6

月号をご覧ください。

40歳代女性 1,000円 マンモグラフィ（レントゲン2方向）
検査★

市で実施する視触診検査（平成24年
度）を受診した人が対象になります。
マンモグラフィのみの受診はできま
せん。個別検診委託機関は広報あか
いわ6月号をご覧ください。

50歳以上女性 500円 マンモグラフィ（レントゲン1方向）
検査★

40歳代女性 2,000円 医師による視触診とマンモグラフィ
（レントゲン2方向）検査《併用》★

視触診とマンモグラフィが一度に受
診できます（個別検診のみ）。個別検
診委託機関は広報あかいわ6月号を
ご覧ください。50歳以上女性 1,500円 医師による視触診とマンモグラフィ

（レントゲン１方向）検査《併用》★

肺がん
検診 8月～10月

40歳以上
無料 胸部レントゲン間接撮影 65歳以上の人は結核検診と同時に

実施。

500円 喀たん検査（たん中のがん細胞の
検査）★

結核検診 65歳以上 無料 胸部レントゲン間接撮影

大腸がん
検診 8月～10月 40歳以上 500円 検便（2日分）による潜血反応検査

過去2年間1度でも受診された人に
は、問診票兼受診票と一緒に「検査
セット」を同封しています。「検査セッ
ト」のない人は担当課窓口や胃がん
検診などの会場でお渡しします（代理
の人でも可）。検診会場のほかに各課
担当窓口でも受け付けができます。

前立腺
がん検診 10月～11月 50歳以上男性 700円 血液検査（ＰＳＡ値測定）★

特定健康診査などと同時実施（集団
検診のみ）。前立腺がんのみでも受診
できます。

肝炎
ウイルス

検査
6月～12月

40歳以上70歳以
下の人でこの検
査を今まで受けた
ことのない人

（集団）
BC両方 600円
Bのみ 100円
Cのみ 500円

血液検査(HCV抗体・HBs抗原)
※個別検診での自己負担額は担
当課にお問い合わせください。

特定健康診査などと同時実施。肝炎
ウイルス検査のみでも受診できま
す。個別検診委託機関は広報あかい
わ6月号をご覧ください。

※検診対象年齢は、年度末（平成25年3月31日付）年齢です。　※平成24年度中（平成25年3月31日まで）に70歳以上になる人は無料です。
★乳がん（マンモグラフィ）検診・肺がん（喀たん）検診・前立腺がん検診は、問診票の事前配付はありません。検診会場に問診票を準備していますので、記入のうえ受診してください。

　

今
年
度
も
市
で
は
下
記
の
と
お

り
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い

日
程
や
検
診
会
場
・
受
付
時
間
な

ど
は
４
月
以
降
配
布
予
定
の
「
け

ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
２
年
間
の
う
ち
に

一
度
で
も
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
に
は
、
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
・
肺
が
ん
と
結
核
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
（
視
触

診
）
検
診
の
受
診
票
兼
問
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
票
兼
問
診
票
が
届

い
て
い
な
い
人
で
も
検
診
対
象
の

条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
受
診
で
き

ま
す
。
事
前
に
担
当
課
窓
口
へ
申

し
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
検
診
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各
検
診
に
は
注
意
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
表
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
を

　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
赤
磐
市
の
死
因
第
１
位
は
が
ん
で
す
。
が
ん
は
特
別
な
病
気
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
。

　
が
ん
は
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に

進
行
し
ま
す
。
早
く
発
見
し
、
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
死
亡
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
愛
す
る
家
族
の
た
め
、
自
分
の
健
康
を
確
認
す
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

⃝
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

⃝
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

⃝
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
９
３

⃝
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
４
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●問い合わせ先／介護保険課介護保険係 ☎955-1116

平成24年度
介護保険料の
仮徴収について

　平成２４年度介護保険料額は、６月にならなければ所得や市町村民税が確定しないため、それまで決定

することができません。そこで、介護保険法第140条に基づき前期（平成24年4月・6月・8月）を仮徴収

期間とし、仮徴収期間は平成24年2月分と同じ金額を特別徴収（年金天引き）します。

　所得や市町村民税が確定した後、平成２４年度介護保険料年額決定通知書（７月ごろ）で、前期の金額と

ともに後期（平成２４年１０月・１２月・平成２５年２月）を合わせてお知らせします。

　平成２４年４月・６月で新たに特別徴収（年金天

引き）となる人については、１回分の仮徴収

金額が前年度（平成２３年度）の介護保険

料額の６分の１の額となります。該当者に

は別途お知らせします。

＜平成23年度保険料＞ ＜平成24年度保険料＞

平 成 2 4 年 2 月に
特 別 徴 収 し た 額

（平成23年度保険料）

24年4月 24年6月 24年8月 24年10月 24年12月 25年2月

← 前　　　期 → ← 後　　　期 →
仮徴収期間 所得･市町村民税確定後に決定した

介護保険料額から、4･6･8月の仮徴
収額を差引きし、３回に分けて徴収

（決定通知書は7月ごろ送付予定）
（※6月に年間の保険料が確定し、前
期と後期で差が大きい場合は8月に
特別徴収する金額を増減して、調整
させていただくこともあります）

4・6・8月は平成24年2月と同額を仮徴収

介護保険料の算定

介護保険料特別徴収（年金天引き）の皆さんへ

新たに特別徴収される人

広報あかいわ（平成24年4月号）9



図書館通信
LIBRARY NEWS

おすすめ本

『稚内発 学び座ソーランの歌が聞こえる』（103分）
　昭和60年代、「日本一荒れた学校」と報道された稚内
南中学校。校長と教師の神崎は二人で非行に立ち向かお
うとする。郷土芸能部の生徒達に地域文化を理解させる
ためソーラン節を勧めるが、生徒たちのノリは悪い…。

■日時　4月21日㈯　午後2時～
■場所　中央図書館 多目的ホール
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

きらり☆しあたー：おとな版

《標語》 君と未来をつなぐ本
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中よい
絵本の展示を行います。一度のぞいて、お子さんといっ
しょに手にとってみてください。絵本とのすばらしい出
会いがあるはずです。

■期間　4月23日㈪～5月12日㈯

第54回こどもの読書週間

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げます。
皆さんお誘いあわせのうえ、お気軽にお越しください。
各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書館でお
尋ねください。
※中央図書館のみ、ご家庭で不用になった本をお持ちになることもでき

ます（持ち込みはリサイクルＢＯＯＫフェア開催期間中に限ります）。

■期間　4月20日㈮～22日㈰

リサイクルＢＯＯＫフェア～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～

　18歳以上で図書館に興味のある人、知識や特技を
生かしたい人、ボランティア活動を通して図書館づくり
に参加しませんか。

■活動内容
◦読み聞かせボランティア（子どもたちへ絵本など

の読み語り）※研修あり
◦行事ボランティア（図書館主催行事での受け付け・

案内）
◦本の整理ボランティア（書架整理や本の修理）

■応募方法
　　4月15日㈰までに市内各図書館に備え付けの申

請書に記入のうえお申し込みください。募集終了後、
説明会（5月12日予定）があります（活動内容別の連
絡会もあります）。登録期間は平成25年3月31日ま
でです。

図書館ボランティア募集

　図書館ボランティアの協力で、毎月第1日曜日に開か
れている「おはなしかい」。5月は「こどもの読書週間」
にちなんでいつもより時間を長くして、絵本の読み聞
かせのほかに、パネルシアター、紙芝居、工作など、盛り
だくさんの内容でお届けします。どうぞお楽しみに！

■日時　5月6日㈰　午後2時～3時
■場所　中央図書館 多目的ホール

こどもの読書週間おはなしかい

ぽんぽん てけてけ
●二見　正直／作
●偕成社／出版

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。免許証、健康

保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■4月の休館日

赤磐市内全図書館休館日
●各図書館の問い合わせ先

♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

今月の

どうやって作るの？
●オールドレン･ワトソン／作

●竹下　文子／訳
●偕成社／出版

漢字なりたちブック1年生
●伊東　信夫／著

●金子　都美絵／絵
●太郎次郎社エディタス／出版

海をわたる被爆ピアノ
●矢川　光則／作
●講談社／出版

児童書編

広報あかいわ（平成24年4月号）10
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

梨
中
） 

◦
準
優
勝
／
元
宗
・
岡
田
組
（
高

陽
中
） 

◦
第
３
位
／
東
村
・
青
山
組
（
高

陽
中
）

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

◇
赤
磐
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
（
Ｗ
ぺ
リ
ア

方
式
）
兼
第
18
回
岡
山
県
民
ゴ
ル
フ

大
会
選
考
会
（
グ
ロ
ス
上
位
者
）

■
日
程
／
５
月
６
日
㈰

■
参
加
資
格
／
赤
磐
市
在
住
・
在

勤
者

■
プ
レ
ー
代
／
１
万
１
０
０
０
円

（
キ
ャ
デ
ィ
付
）

■
参
加
費
／
１
５
０
０
円

■
競
技
方
法

◦
Ｊ
Ｇ
Ａ
と
各
ゴ
ル
フ
場
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
適
用

◦
ノ
ー
タ
ッ
チ
・
コ
ン
ペ
マ
ー
ク

使
用

■
場
所
／
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
主
催
／
赤
磐
市
体
育
協
会
・
赤

磐
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
申
込
締
め
切
り
日
／
４
月
22
日
㈰

■
申
し
込
み
先

◦
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

☎
（
９
５
７
）
３
１
３
１

◦
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

☎
（
９
５
４
）
２
２
１
１

◦
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

☎
（
９
５
７
）
２
２
０
１

◦
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽

　

☎
（
９
５
５
）
２
２
６
０

皇
后
杯
第
30
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会
（
京
都
府
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
３
年

　

井
上　

明
花
音
（
桜
が
丘
西
１
）

第
５
回
全
日
本
春
季
小
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
群
馬
県
）

◦
石
相
小
学
校
５
年

　

清
宗　

花
菜
（
町
苅
田
）

◦
山
陽
東
小
学
校
４
年

　

瀧
川　

未
唯
（
桜
が
丘
西
４
）

◦
城
南
小
学
校
３
年

　

清
親　

朋
華
（
周
匝
）

◦
山
陽
東
小
学
校
２
年

　

瀧
川　

愛
海
（
桜
が
丘
西
４
）

◦
磐
梨
小
学
校
１
年

　

金
光　

桔
佳
（
可
真
下
）

第
14
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■
開
催
日
／
２
月
５
日

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
参
加
者
／
１
４
０
人

■
大
会
結
果

［
団
体
］

◦
優
勝
／
山
陽
卓
親
Ａ
（
横
山
・

池
上
・
藤
原
・
藤
澤
）

◦
準
優
勝
／
チ
ー
ム
ス
マ
ッ
シ
ュ

Ａ
（
新
谷
・
辻
・
遠
藤
・
林
・
住
矢
）

◦
第
３
位
／
桜
が
丘
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
児

子
・
中
山
・
藤
田
・
紅
）、
山
陽

卓
親
Ｂ
（
三
宅
・
山
野
・
中
尾
・

石
原
）

［
個
人
Ａ
ク
ラ
ス
］

◦
優　

勝
／
池
上　

奏
斗
（
山
陽

卓
親
）

◦
準
優
勝
／
横
山　

正
（
山
陽
卓

親
）

◦
第
３
位
／
池
上　

直
樹
（
チ
ー

ム
ス
マ
ッ
シ
ュ
）

◦
第
３
位
／
三
宅　

拓
美
（
山
陽

卓
親
）

［
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス
］

◦
優　

勝
／
富
田　

友
亮
（
山
陽

卓
親
）

◦
準
優
勝
／
尾
野　

友
哉
（
山
陽

卓
親
）

◦
第
３
位
／
古
米　

功
樹
（
山
陽

卓
親
）、
山
田　

温
子
（
山
陽
卓

親
）

◦
敗
者
復
活
戦
優
勝
／
大
野　

玄

稀
（
桜
が
丘
中
）

［
個
人
初
心
者
ク
ラ
ス
］

◦
優　

勝
／
松
田　

拓
朗
（
白
陵

中
）

◦
準
優
勝
／
岩
田　

新
（
大
野
Ｔ

Ｔ
Ｃ
）

◦
第
３
位
／
丸
川　

訓
正
（
大
野

Ｔ
Ｔ
Ｃ
）、
安
井　

立
彦
（
山
陽

公
民
館
）

◦
敗
者
復
活
戦
優
勝
／
井
田　

創

大
（
白
陵
中
）

第
11
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
１
月
29
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
成
績

［
男
子
Ａ
］

◦
優　

勝
／
岡
田　

譲
次
・
春
名

　

佑
二
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
準
優
勝
／
小
椋　

洋
介
・
河
本

　

洋
志
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
３
位
／
福
田　

信
行
・
高
村

　

明
男
（
明
男
倶
楽
部
）

［
女
子
Ａ
］

◦
優　

勝
／
岡
田　

雅
子
・
藤
井

　

沙
織
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
準
優
勝
／
河
井　

麻
希
・
福
田

ひ
ろ
み
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
３
位
／
岡
本　

麻
衣
・
西
山

　

美
貴
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

［
男
子
Ｂ
］

◦
優　

勝
／
片
岡　

俊
之
・
中
元

　

一
幸
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
／
青
井　

公
尚
・
武
本

　

実
（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

◦
第
３
位
／
紺
野　

慎
一
・
社　

成
二
郎
（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

［
女
子
Ｂ
］

◦
優　

勝
／
青
山　

理
紗
・
吉
良

　

典
子
（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

◦
準
優
勝
／
伊
久　

弘
子
・
棚
田

　

和
子
（
山
陽
ア
リ
ス
）

◦
第
３
位
／
今
井
田　

和
・
松
浦

　

荘
子
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

［
男
女
子
Ｃ
］

◦
優　

勝
／
菅
野　

真
生
・
佐
藤

　

郁
弥
（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
／
後
藤　

公
子
・
福
島

由
起
子
（
気
ま
ぐ
れ
シ
ャ
ト
ル
）

◦
第
３
位
／
広
田　

雅
子
・
広
田

み
つ
み
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

［
男
女
子
Ｄ
］

◦
優　

勝
／
小
寺　

麻
友
・
朝
原

　

菜
摘
（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
／
平
野　

葵
・
八
塚　

愛
美
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
３
位
／
寺
坂　

悠
・
寺
坂　

成
美
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

第
1
回
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
（
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
） 

■
開
催
日
／
２
月
４
日
・
５
日

■
場
所
／
熊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
成
績

［
男
子
］

◦
優　

勝
／
松
﨑
・
安
達
組
（
桜

が
丘
中
） 

◦
準
優
勝
／
尾
坂
・
岩
本
組
（
高

陽
中
） 

◦
第
３
位
／
小
坂
・
松
下
組
（
高

陽
中
） 

［
女
子
］

◦
優　

勝
／
杉
本
・
武
内
組
（
磐

結　
　
果

募　
　
集

全
国
大
会
出
場

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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自分力アップや自分磨きに多くの仲間と一緒になってやり
ませんか！ どしどしご参加ください（開催日程は募集時に
広報でお知らせします）。

◆中央公民館
・元気もりもり講座（いくつになっても、いきいき楽しく

若々しくなれる講座） 
・グループ活動活用講座（公民館グループを体験する講座）
・季節の和菓子づくり（和菓子から茶席菓子まで幅広い

和菓子づくりを楽しむ）
・経済金融学習講座　・大人の社会見学
・新春おたのしみ講座　・夏休みこども工作教室
・おしゃれ　・男塾　・公民館を学ぼう　・エコ講座
・パソコン講座　・子ども映画会
・季節のこけ玉つくり

◆高月公民館
・すぐに役立つ英会話入門講座（初心者歓迎）
・折り紙入門（童心に戻り折り紙に挑戦）
・親子茶道教室（親子で学ぶ日本の作法）
・マジック入門　・子ども囲碁　・将棋教室
・子どものひろば　・親子でパン作り　・そば打ち教室
・民話を楽しむ会　・わが里の味料理教室

◆山陽公民館
・家庭新聞づくり（家族のコミュニケーションをより深め

るための家庭新聞づくり）
・音の絵本コンサート（絵本の朗読とピアノ・セロの演奏

とのコラボレーションを楽しむ）
・ニタニタ食堂の健康料理教室（ヘルシーな調理方法を

学び健康を維持する料理を学ぶ）
・おしゃべりカフェ（毎月開催。多彩な出し物、おしゃべり

を楽しむ憩いの場）
・朗読劇　・ガーデニング講座　・ドキドキ自然観察
・夏休み子ども絵画教室　・子どもの料理教室
・子ども将棋道場　・手話　・点字教室　・陶芸教室
・版画で年賀状づくり　・ウクレレ教室
・パソコン講座　・陶器によるブローチづくり
・出前講座「やさしい税金のおはなし」　・お月見会
・ブルーシャトーコンサート
　　
◆西山公民館

・生活情報の交流会（身近な問題を持ちより、みんなで対
処策を考える）

・炭焼き教室（炭焼きを体験し、炭の魅力と活用を考える）
・おやこの広場（親子のふれあいを深める遊びや紙芝居

での読み聞かせ）
・子ども工作教室　・お菓子教室　・クラフト教室
・家庭菜園入門　・自然観察　・せん定入門
・そば打ち教室

◆吉井公民館  ふるさと吉井再発見をテーマに講座をします。

・親子ふれあい自然楽校（親子で自然とふれあい）
・少年少女天文教室（市内唯一の天文台で400㍉の望遠

鏡をのぞいて天文や自然科学について学ぶ）
・生活便利教室（高齢者を対象に生活に役立つ講演会・勉強会）

・出前講座　・家庭料理　・ふるさと探訪講座
・ガーデニング教室
・夏休み学習講座（学校開放講座で思いをつづろう）

◆熊山公民館　
・親子伝統料理教室（物産品を使って親子でいろんな料

理に取り組む）
・ナチュラル講座（女性対象の講座）
・わいわい広場（小・中学生を対象の工作あそび・お菓子

づくりなど）
・劇（発表会にむけての発声から動きまでの練習）
・軽いヒップホップダンス　・ドキドキ講座（自然観察会）
・大人のためのピアノ教室　・園芸講座
・花と緑の会講座　・おはなしたまてばこ
・夏休みワクワク講座　・歴史講座
・高齢者の健康教室　・世界のふれあい講座

◆赤坂公民館 
・親子料理教室（親子で楽しくクッキング）
・たんぽぽの会（毎月第２・第４水曜日/季節の行事や遊び、リ

トミックと手遊びを通じて、親子・友達との関わりを学ぶ）
・キッズ工作クラブ（身近なものを材料に「作って遊べる」

作品作りを体験し物づくりの楽しさを味わう）
・キッズテニスクラブ（ソフトテニス）
・キッズサッカークラブ（サッカーの基本的なルールを学

んでミニゲームを楽しむ）
・あかさか自然教室（自然とふれあい、環境学習）
・太鼓打ち教室（毎週木曜日/和太鼓の演奏を通じて、日

本の伝統文化を継承し、社会参加の体験学習）
・歴史講座（赤磐の歴史を学ぼう）
・お菓子教室（手作りお菓子に挑戦）
・カヌーポロ教室（カヌーに乗って5人対５人で、相手チー

ムのゴールにボールを入れる競技に挑戦）
・工芸教室　・園芸教室　・おりがみ教室
・社会見学　・ウクレレ教室

※たんぽぽの会・太鼓打ち教室は４月から始まります。

◆笹岡公民館
・郷土料理教室（地域特産物や季節の素材を生かした料

理作りを通じて郷土の食文化について学習）
・童謡・唱歌で遊ぼう（懐かしい日本の童謡・唱歌を手づく

り楽器とともに歌う）
・自然の素材と遊ぶ（身近な自然の素材を生かした作品

づくりを体験）
・キッズアートクラブ（さまざまな絵画作品の制作を通じ

て、表現の楽しさを味わう）
・和の心（伝えていきたい日本の文化・着物）
・リサイクルと健康（身近で不用になったものが大変身/

楽しんでリサイクルに挑戦）
・美しい日本語を学ぶ

赤坂・笹岡公民館については、今回だけのお知らせと
なる講座もあります。詳しい内容は赤坂公民館へお
問い合わせください。

●平成24年度 公民館の主催講座

広報あかいわ（平成24年4月号）12
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■各公民館の住所・問い合わせ先
○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
○熊山公民館豊田分館 （松木569／☎995-1360）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）

公民館のご案内
COMMUNITY CENTER

たんぽぽの会
■日時・内容
　・4月11日㈬ 午前10時～11時　リトミック、伝承遊び
　・4月25日㈬ 午前10時～11時　リトミック、こいのぼり作り
■場所／赤坂健康管理センター多目的ホール
■講師／杉山　順子、大坂　叔司子
■対象／１歳以上の未就園児とその保護者
■参加費／無料

ドキドキ講座 「石上布都魂神社周辺の動植物」
自然大好き人間集まれ！市内の動植物について観察
してみよう。（※雨天中止）
■日時／4月21日㈯　午前9時～
■集合場所／赤磐市石上（石上布都魂神社前駐車場）
■対象／なし　　　■定員／30人
■参加費／無料
■申し込み／開催日前日まで

熊山山頂ハイキング
熊山山頂で「熊山神社の春の大祭」が開催されます。

（※少雨決行）
■日時／4月15日㈰　午前8時45分集合（9時出発）
■集合場所／熊山橋下（くまやま水辺の楽校）
■対象／なし　　■参加費／無料　
■申し込み／不要

男の料理教室
男性のみなさん、腕のみせどころ！
■日時／5月12日㈯・7月14日㈯・9月8日㈯
　　　　午前10時～午後１時
■講師／小川　泰子
■対象／一般男性
■定員／16人
■参加費／1,800円（3回分）
■申込開始日／4月5日㈭

生活情報の交流会
身近な問題を持ちより、みんなで解決しませんか。
■日時／5月12日㈯　午前10時～正午
■対象／一般　　　■定員／20人
■参加費／無料
■申込開始日／4月11日㈬

おしゃべりカフェ
思い出多い歌をご一緒に歌いながらお互いの人生を
つづり、生きる喜びを共に分かち合いませんか。音楽
は人の心を和ませ心のぬくもりを体感させてくれま
す。みんなで大合唱し、歌のいっぱいあるまちにしま
しょう。
■日時／4月13日㈮　午後１時～４時　
■出演／三村　勉
■定員／100人　　■入場料／無料
■申し込み／不要

第２１回 ブルーシャトーコンサート
「二胡＆ピアノ演奏」
～麗しき二胡とピアノのデュオの調べ～
■日時／4月21日㈯　午後２時～３時
■出演／弦華
■定員／100人　　■入場料／無料
■申し込み／不要

●熊山公民館主催講座

●熊山公民館豊田分館主催講座

●高月公民館主催講座

●西山公民館主催講座

●山陽公民館主催講座

●赤坂公民館主催講座
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赤磐市難聴児補聴器購入費助成制度

赤磐市営住宅のご案内

赤磐市特定公共賃貸住宅
公募のご案内

『木造住宅の耐震診断・改修事業』の受付

新しい赤磐市農業委員会委員が決定

　身体障害者手帳の対象とならない軽度・中等度の難聴
児に対する補聴器購入費の助成制度です。
■対象者　市内に住所があり、両耳の聴力レベルが 30 デ

シベル以上で、身体障害者手帳の対象とならない 18 歳
未満の難聴児（手帳取得が可能な人は手帳を取得する
ことで別の助成制度が受けられます）。なお、本人か世
帯員のうち、市町村民税所得割の最多課税者の税額が
46 万円以上の場合は対象外となります。

■助成額　補聴器購入費の３分の２（ただし、補聴器の
種類ごとに助成上限額あり）

■問い合わせ・申請先
・本庁社会福祉課社会福祉係  ☎ 955-1115

■募集団地
①団地名／仁堀（仁堀中 858）
　・戸数／ 1 戸　　・規格／ 3DK
　・家賃月額（入居時）／ 1 万 7,900 円～ 2 万 6,600 円
②団地名／高浜（周匝 1152）
　・戸数／ 1 戸　　・規格／ 3DK
　・家賃月額（入居時）／ 1 万 2,100 円～ 1 万 8,000 円

■募集期間　4 月 2 日㈪～ 16 日㈪
■申込方法　入居申し込みは本人か家族の人が吉井支所

産業建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件についてはお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先
・吉井支所産業建設課 ☎ 954-1366

■募集団地
①団地名／安岡（坂辺 1055 番地 18）
　・戸数／ 1 戸　　・規格／ 4LDK
　・家賃月額（入居時）／ 5 万円

■募集期間　4 月 2 日㈪～ 16 日㈪
■申込方法　入居申し込みは本人か家族の人が赤坂支所

産業建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件についてはお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先
・赤坂支所産業建設課 ☎ 957-4824

　昭和 56 年 5 月 31 日以前の旧建築基準で建てられた建
築物は、一般的に地震に弱いとされており、耐震性の向
上が求められています。市では、地震に強く、安全で安
心なまちづくりを推進するため、古い基準で建てられた
木造住宅の耐震診断を行う人に対して経費の一部を補助
しています。専門家による耐震診断を受けて、大地震で
倒壊する心配がないか確認しましょう。診断の結果、耐
震性が一定の基準に満たない場合は、耐震改修工事にか
かる経費の一部を補助する制度もあります。大地震に備
え、ご自宅の耐震化を進めましょう。
■受付開始日　４月２日㈪

※受付順に審査を行い、補助金の交付決定額が予算額
に達した時点で受付を終了します。

※補助要件や手続きなど、詳しくは窓口までお問い合
わせください。

■問い合わせ・申し込み先
・本庁都市建設課 ☎ 955-1487

　2 月 12 日執行の赤磐市農業委員会委員選挙は無投票で
25 人が当選しました。
■当選者〈敬称略〉

♢第１選挙区…國末康昭（馬屋）、安井忠義（穂崎）、
新本　滿（河本）、本德次男（沼田）、友實弘典（上市）、
遠藤雅晴（尾谷）、拜郷　等（鴨前）、森末隆葊（斗有）

♢第２選挙区…重松　積（東窪田）、小坂一夫（山口）、
時本葊志（北佐古田）、藤原孟浩（小原）、松田　眞（惣
分）

♢第３選挙区…内山　肇（可真下）、山本美津恵（沢原）、
行本重道（殿谷）、森田精一郎（円光寺）、西澤孝之（釣
井）、矢部邦男（千躰）

♢第４選挙区…小原　始（福田）、岡本忠司（黒本）、
勝浦賀名恵（是里）、今井田晴夫（光木）、森末楯城（戸
津野）、景山俊之（小鎌）

　また、赤磐市議会と岡山東農協からの推薦で 5 人が選
任されました。

♢赤磐市議会推薦…東本征夫（日古木）、友次秋𠮷（多
賀）、村西徹夫（野間）、岡森裕幸（周匝）

♢岡山東農協推薦…平島紘一（尾谷）
　赤磐市農業委員会は以上の 30 人で構成され、今後 3 年
間にわたって農地法に基づく農地の権利移動や転用など
赤磐市の農業振興に従事します。
■問い合わせ先

・本庁農林課 ☎ 955-6174
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「第２次赤磐市人権教育・啓発推進計画（仮称）」
素案への意見募集

固定資産税の縦覧・閲覧

高齢者福祉サービス
～タクシー券、配食サービス～

学校規模適正化基本方針及び
学校統合実施計画（案）の意見交換会について

　市では、少子高齢化など社会経済情勢の変化や法令・
制度の改正を踏まえ赤磐市人権教育・啓発推進計画の見
直しを行います。「第２次赤磐市人権教育・啓発推進計画

（仮称）」素案への意見を募集します。
■募集対象者　市内に在住・在勤・在学の人
■計画の閲覧方法

①市のホームページに掲載
②窓口（教育委員会社会教育課）での閲覧
　（平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）

■意見の募集期間　4 月 2 日㈪～ 5 月 1 日㈫
■意見の提出方法　指定様式に住所・氏名・連絡先・該

当箇所・意見を記入し、郵便・ＦＡＸ・市のホームペー
ジからの電子申請・持参のどれかの方法で提出してく
ださい（電話ではお受けできません）。
※指定様式は、教育委員会社会教育課に備え付けてあ

るほか、市のホームページからもダウンロード可。
■その他

・ご意見に対する個別の回答は行いません。
・ご意見に対する市の考え方は、内容ごとに整理・分

類した上で、後日発表します。
・ご意見の内容は、個人情報を除くなど一部修正を加

え公表することがあります。
■問い合わせ・提出先　　

・教育委員会社会教育課（〒 709-0816 赤磐市下市 337）
　☎ 955-0783 ／ FAX 955-6060

　

1 縦　覧
　平成 24 年度の固定資産縦覧帳簿の縦覧期間は次のとお
りです。縦覧できるのは固定資産税の納税義務者です。
市内の固定資産評価格を縦覧することができます。
■縦覧期間　4 月 2 日㈪～ 5 月 31 日㈭
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（市役所閉庁日を除く）
■縦覧場所　本庁税務課、各支所市民生活課
2 閲　覧
　ご本人の課税台帳についての閲覧もできますので、ご
自分の資産の状況をお確かめください。閲覧できるのは
固定資産の所有者・納税管理人と閲覧の委任を受けた人
です（法人の場合は、その資産を管理する職にある人と
閲覧の委任を受けた人）。ご自分の借地・借家物件につい
ても閲覧できます。なお、縦覧期間以外（6 月 1 日以降）
は閲覧手数料 300 円が必要となります。
3 納期限
　平成24年度の固定資産税納期限は次のとおりですので、
よろしくお願いします。

・第 1 期／ 5 月 31 日㈭　　・第 2 期／ 7 月 31 日㈫
・第 3 期／ 10 月 1 日㈪　　・第 4 期／ 11 月 30 日㈮

■問い合わせ先
・本庁税務課 ☎ 955-0952

1 福祉タクシー券の交付
　下記対象者の外出の促進を目的にタクシー券の交付を
行っています。
■対象者　市内に１年以上住所があり、かつ居住してい

る住民税非課税世帯に属する人で、次のどれかに該当
する人
① 75 歳以上の人
②１級から３級の身体障害者手帳がある人
③療育手帳がある人
④１級か２級の精神障害者保健福祉手帳がある人

■サービス内容　１枚で初乗り料金が控除されるタク
シー券を１カ月２枚交付します。

2 リフトタクシー券の交付
　要介護高齢者と重度身体障害者などの外出を支援する
ためにリフトタクシー券の交付を行っています。
■対象者　市内に住所がある在宅の人で、寝たきりなど

の状態にあり、車いす用のリフトなどを装備した福祉
車両でなければ移送が困難な人

■サービス内容　１枚 3000 円のチケットを年間 12 枚交
付します。

3 配食サービス券の交付
　下記対象者で、希望する人に夕食を配達しています。
■対象者　市内に住所があり、かつ居住している 65 歳以

上の住民税非課税世帯に属する人
■サービス内容　配食サービス券１枚で１人１日１食（夕

食）の配達料を助成します。
■利用料　１食 400 円程度
4 全サービス共通事項
■申請方法　どのサービスも窓口で申請書に記入してく

ださい（印鑑持参）。なお、各券は即日交付できません
ので、あらかじめ申請してください。

■問い合わせ先
・本庁社会福祉課社会福祉係 ☎ 955-1115
・赤坂支所健康福祉課福祉係 ☎ 957-4822
・熊山支所健康福祉課福祉係 ☎ 995-1293
・吉井支所健康福祉課福祉係 ☎ 954-1374

　教育委員会では、子どもたちにとってより望ましい教
育環境づくりをめざし、保護者や地域へ説明会を実施し
ており、統合実施計画（案）についての２回目の意見交
換会を２月に赤坂・吉井の両地域で実施しました。
　各会場で、市長に対して地域コミュニティなどに関す
る貴重なご意見を多数いただきました。
今後も引き続き実施する予定ですので多数のご参加をよ
ろしくお願いします。
■問い合わせ先

・市教育委員会教育総務課 ☎ 955-6807
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●赤磐市の人口 （平成24年3月1日現在）

人 　 口 45,004 人 （ －10 ）
男 　 性 21,541 人 （ ＋ 2 ）
女 　 性 23,463 人 （ －12 ）
世 帯 数 17,228 世帯 （ ＋11 ）

※（　）は2月1日との差

●税・保険料を期限内に納めましょう

今月はありません。

●平成24年赤磐市火災・救急発生状況（2月） ※（ ）は平成24年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他
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●平成24年赤磐市交通事故発生状況（2月） （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
24年2月中 116 35 0 3 44 81 
23年2月中 76 18 0 2 26 58 
増        減 40 17 0 1 18 23 
24年2月末 204 66 0 6 89 138 
23年2月末 171 45 2 5 66 126 
増        減 33 21 -2 1 23 12 

●今月の交通標語 「 こわかった そのけいけんを わすれずに 」

●4月の休日当番医（窓口受付 9：00～17：00）

4月1日㈰ 那須眼科 ☎955-8980

鈴木医院 ☎952-0205

8日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

ひらた整形外科 ☎956-0700

15日㈰ あかいわファミリークリニック ☎955-9251

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎952-1166

22日㈰ 赤磐市民病院 ☎995-1251

マスカット整形外科医院 ☎086-229-2611

29日㈰ さくら整形クリニック ☎995-9720

うえおか内科医院 ☎952-5665

30日㈪ うえの内科小児科医院 ☎956-0505

片山医院 ☎086-229-2166

※■は、㈳赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域の休日当番医です。
　当番医については3月7日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（市内いずれの場所でも各相談は受けられます。※相談は無料で秘密は堅く守られます。）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】

4月2日㈪、5日㈭、9日㈪、12日㈭、
16日㈪、19日㈭、23日㈪、26日㈭
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁協働推進室
協働推進係
☎955-4783

4月3日㈫
13:30～15:30

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川進太郎

4月6日㈮、5月7日㈪
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
浅野　律子

4月18日㈬
10:00～15:00

赤坂支所別館2階
会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

【なやみごと（人権）】

【行政】

4月11日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係
☎955-1114

4月13日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

4月18日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

4月18日㈬
13:00～15:00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務相談】
随時　（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による電話相談として受
け付けを行っています。

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係
☎955-1114

■施設案内
吉井Ｂ＆Ｇ
海洋センター
屋内プール
　今年も４月からプー
ルが始まります。広い
25㍍プール（6コース）
と深さ約50㌢の幼児用プールがあります。家族や
友だちと一緒に泳ぎましょう！
＜お願い＞
⃝水着、水泳帽を必ず着用してください。
⃝1人で泳げない人や幼児の入場は、水着を着た

20歳以上の保護者の付き添いが必要です（3歳
未満の幼児の入場はできません）。
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●4月の検診・定期救急講習など
1 日

2 月 ㊡山陽郷土資料館

3 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター）
　受付時間12：45～13：15

4 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 ㊡山陽郷土資料館

10 火 ★交通安全日　★交通事故・交通違反ゼロの日

11 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター

12 木

13 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付時間9：45～10：30

★犯罪ゼロの日

14 土

15 日

16 月
⃝胃がん検診［山陽地域］（高月公民館）
　受付時間7：45～9：00

㊡山陽郷土資料館

17 火
⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝胃がん検診［山陽地域］（高月公民館）
　受付時間7：45～9：00

18 水

⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター）
　受付時間12：45～13：15

⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽保健センター）
　受付時間7：45～9：00

㊡桜が丘いきいき交流センター

19 木 ⃝胃がん検診［山陽地域］（西山公民館）
　受付時間7：45～9：00

20 金

⃝胃がん検診［山陽地域］（西山公民館）
　受付時間7：45～9：00

⃝乳児健康診査・育児相談（吉井保健センター）
　受付時間12：45～13：15

★交通事故・交通違反ゼロの日

21 土

22 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防本部2階会議室） 9:00～12:00

23 月
⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽公民館）
　受付時間7：45～9：00

㊡山陽郷土資料館

24 火
⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽公民館）
　受付時間7：45～9：00

⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

25 水
⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽保健センター）
　受付時間7：45～9：00

★交通安全日　㊡桜が丘いきいき交流センター

26 木 ⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽公民館）
　受付時間7：45～9：00

27 金 ⃝胃がん検診［山陽地域］（山陽保健センター）
　受付時間7：45～9：00

28 土

29 日 ㊡山陽郷土資料館

30 月 ★交通事故・交通違反ゼロの日　㊡山陽郷土資料館

●4月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G

海洋センター
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル

ー

ム

屋内プール
10:00

▼
12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

10:00
▼

12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

1 日 ◯ ◯ ◯ ◯

2 月 休館日 休館日

3 火 ◯ ◯ 休館日

4 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

5 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

6 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

7 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

8 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

9 月 休館日 休館日

10 火 ◯ ◯ 休館日

11 水 ● ◯ ◯ ◯ ◯

12 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

13 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

14 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

15 日 ◯ ◯ ◯ ◯

16 月 休館日 休館日

17 火 ◯ ◯ 休館日

18 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

19 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

20 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

21 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

22 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

23 月 休館日 休館日

24 火 ◯ ◯ 休館日

25 水 ● ◯ ◯ ◯ ◯

26 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

27 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

28 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

29 日 ◯ ◯ ◯ ◯

30 月 ◯ ◯ ◯ ◯
○屋内プール一般開放　　●屋内プール一般開放・水中健康教室

★トレーニングルーム初心者講習実施日

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

市
政
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

情
報
ボ
ッ
ク
ス

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDER

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円　
　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円　
　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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情報ボックス
INFORMATION BOX

◆
職
場
を
退
職
し
た
と
き

　

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
次
の
①

か
ら
③
の
ど
れ
か
を
選
び
ま
す
。

①
今
ま
で
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る

②
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
に
な
る

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合
は
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
、
印
鑑
な
ど
が
必
要

で
す
。
加
入
す
る
人
で
必
要

な
書
類
が
違
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
就
職
し
た
と
き

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
り
、
そ
の
被
扶
養

者
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
届
け

出
が
必
要
で
す
（
届
け
出
に
は
、

職
場
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健

康
保
険
証
、
印
鑑
が
必
要
で
す
）。

　

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
日

以
降
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使

用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た

場
合
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
係
、
各
支
所
市

民
生
活
課

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学

生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
、
年
度
ご
と
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就

職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
で
き
る
「
追

納
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

制
度
を
利
用
せ
ず
に
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を

受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
保

険
料
の
納
付
が
難
し
い
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
物
／
在
学
証

明
書
か
学
生
証
、
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
係
、
各
支
所
市

民
生
活
課

　
「
ア
ダ
プ
ト
」
と
は
養
子
に
す

る
と
い
う
意
味
で
す
。
地
域
の

道
路
や
河
川
な
ど
を
愛
着
と
責

任
を
も
っ
て
清
掃
美
化
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
４
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部
２

階
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
申
込
期
限
／
４
月
13
日
㈮

■
参
加
費
用
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
市
消

防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

手
話
の
入
門
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
手
話
に
関
心
の
あ
る
人

や
勉
強
し
て
み
た
い
人
は
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
こ
の
講
座
は

初
心
者
が
対
象
で
す
。

■
日
時
／
５
月
10
日
㈭
開
講

　
（
毎
週
木
曜
日
、
全
20
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

※
５
月
17
日
㈭
は
オ
ー
プ
ン
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
を

●
国
保
・
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

●
募
集

「
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
」
募
集

●
国
保
・
年
金

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷市民課国保年金係……☎ 955-1113

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-2226

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

　▷赤磐市民病院…………☎ 995-1251

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

●教育委員会
　▷市教育委員会熊山分室…☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2245

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

広報あかいわ（平成24年4月号）18



図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

市
政
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

情
報
ボ
ッ
ク
ス

体
験
し
て
み
た
い
人
は
１
回

だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
対
象
者
／
市
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
無
料
（
教
材
代
な

ど
実
費
は
個
人
負
担
）

■
申
込
締
め
切
り
日
／
４
月
25

日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

／
本
庁
社
会
福
祉
課

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

◦
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
◦
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
で
次
に
当
て
は
ま

る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
と
、

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
②
人
事
院
が
①
に
当
て
は
ま

る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

■
採
用
予
定
数
／
８
０
０
人

※
採
用
予
定
者
数
は
、
今
後
の

事
情
な
ど
で
変
動
し
ま
す
の

で
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
原
則
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
受
験

申
込
書
を
第
一
次
試
験
地
に

対
応
す
る
国
税
局
に
郵
送
す

る
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭
（
※

締
め
切
り
日
ま
で
に
申
し
込

み
デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
）

◦
郵
送
・
持
参

　

４
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫
〔
当

日
消
印
有
効
〕

◆
第
一
次
試
験

■
試
験
日
／
６
月
10
日
㈰

■
試
験
地
／
松
江
市
・
岡
山
市
・

広
島
市

■
試
験
種
目
／
基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）・
専
門
試
験

（
多
肢
選
択
式
・
記
述
式
）

■
合
格
者
発
表
日
／
７
月
３
日

㈫
◆
第
二
次
試
験

■
試
験
日
／
７
月
17
日
㈫
～
24

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
日

■
試
験
地
／
広
島
市

■
試
験
種
目
／
人
物
試
験
・
身

体
検
査

■
合
格
者
発
表
日
／
８
月
22
日

㈬
■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

◦
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０
︲
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
︲
30

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

◦
瀬
戸
税
務
署
総
務
課

　

☎
（
９
５
２
）
１
１
５
５

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

　

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
し

込
み
を
４
月
２
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
居
住
を
目
的

と
し
た
建
物
、
ま
た
は
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
居
と
し
て
使
用
す
る
建
物

に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
人

■
補
助
対
象
地
域
／
公
共
下
水

道
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排

水
事
業
計
画
区
域
な
ど
を
除

く
地
域

■
申
込
期
限
／
12
月
28
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

申
込
期
限
よ
り
前
に
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

／
本
庁
環
境
課
、
各
支
所
市

民
生
活
課

　

笑
う
こ
と
は
免
疫
力
を
上
げ

て
病
気
を
予
防
し
、
さ
ら
に
元

気
に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
講
演

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
26
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会

室
■
内
容　

◦
講
演
／
「
健
康
と
ユ
ー
モ
ア
」

～
笑
い
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
～

◦
講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
笑

い
塾
塾
長　

中
井
宏
次
（
薬

家
き
く
臓
）
先
生

■
主
催
／
赤
磐
市
栄
養
改
善
協

議
会
・
が
ん
患
者
交
流
笑
う

会
■
そ
の
他
／
入
場
無
料
、
申
し

込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課

　

詩
集
『
焰ほ

の
お

に
つ
い
て
』
は
、

永
瀬
清
子
が
１
９
４
７
年
か
ら

翌
年
ま
で
に
発
表
し
た
詩
を
集

め
た
詩
集
で
す
。
こ
の
時
期
は
、

現
在
の
赤
磐
市
で
の
暮
ら
し
に

慣
れ
、
次
々
と
詩
が
生
ま
れ
て

い
た
時
期
で
し
た
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
盛
ん
な
詩

作
の
様
子
と
、
清
子
の
詩
作
を

支
え
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
山

内
義
雄
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
４
月
10
日
㈫
～

７
月
29
日
㈰

■
場
所
／
永
瀬
清
子
展
示
室
（
く

ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
）

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時

■
入
場
料
／
無
料

■
休
館
日
／
月
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
教
育
委

員
会
熊
山
分
室

●
募
集

国
税
専
門
官
募
集

●
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
講
演
会

笑
い
で
免
疫
力
ア
ッ
プ

●
お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
補
助
金

●
お
知
ら
せ

永
瀬
清
子
展
示
室
企
画
展

「
焰
に
つ
い
て
―
詩
が
降
り
て
く
る
と
き
」

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、18ページの電話番号一覧をご覧ください。

広報あかいわ（平成24年4月号）19



情報ボックス
INFORMATION BOX

■定期検査日程
地域 日　　　時 場　　所

吉井
5月8日㈫

午前10時～11時30分 仁堀出張所

午後1時～2時30分 山方研修センター

9日㈬ 午前10時～正午
午後1時～3時 吉井支所

熊山 10日㈭
午前10時～正午 熊山支所

午後1時30分～3時30分 岡山東農協
可真支店

赤坂
14日㈪ 午前10時～正午

午後1時～3時
岡山東農協
赤坂支店

15日㈫ 午前10時～正午
午後1時～3時

岡山東農協
笹岡支店

山陽
16日㈬

午前10時～正午 高月公民館

午後1時～3時 西山公民館

17日㈭ 午前10時～正午
午後1時30分～3時30分 山陽産業会館

　

市
内
出
身
で
日
本
を
代
表
す

る
詩
人
・
永
瀬
清
子
の
詩
を
は

じ
め
、
現
代
詩
の
作
品
を
味
読

し
ま
す
。
詩
を
朗
読
し
た
り
、

書
い
た
り
、
ゆ
か
り
の
場
所
に

出
か
け
た
り
し
な
が
ら
、
日
々

の
生
活
か
ら
喜
び
を
発
見
し
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
展

示
見
学
や
特
別
講
師
の
講
演
な

ど
も
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
詩
を
味
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

■
講
師
／
髙
田
千
尋
（
詩
誌
『
黄

薔
薇
』
代
表
、
日
本
現
代
詩

人
会
会
員
）

■
日
時
／
毎
月
１
回
・
第
２
金

曜
日
、
午
後
２
時
～
４
時
（
初

回
は
５
月
11
日
）

■
場
所
／
熊
山
公
民
館

■
対
象
／
一
般
（
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
）

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
年
額
１
０
０
０
円

（
別
途
実
費
負
担
）

■
申
込
期
間
／
４
月
２
日
㈪
～

27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

／
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

市
で
は
、
地
域
産
業
の
活
性

化
の
た
め
、
中
小
企
業
支
援
制

度
や
創
業
支
援
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

◆
中
小
企
業
支
援
制
度

①
中
小
企
業
等
展
示
会
出
展
事

業
補
助
金
（
新
設
）
…
市
外

で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
や
商

談
会
へ
出
展
す
る
場
合
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

②
中
小
企
業
等
専
門
家
派
遣
事

業
補
助
金
…
市
が
指
定
す
る

専
門
家
派
遣
事
業
を
利
用
し

た
と
き
に
か
か
る
経
費
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

③
中
小
企
業
等
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
支
援
事
業
補
助
金
…
販

路
拡
大
な
ど
で
、
新
た
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
場
合
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
中
小
企
業
者
な
ど

（
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
）

■
補
助
金
額
／
①
・
③
は
対
象

経
費
の
２
分
の
１
、
②
は
対

象
経
費
の
全
額
（
３
回
目
以

降
は
２
分
の
１
）

※
①
は
10
万
円
、
②
・
③
は
５

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限

◆
創
業
支
援
制
度

◦
商
工
業
起
業
家
奨
励
金
…
商

工
業
を
新
た
に
起
業
し
た
人

が
、
将
来
に
わ
た
り
商
工
業

経
営
を
続
け
、
地
域
商
工
業

発
展
の
中
核
者
と
し
て
成
長

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
中
小
企
業
基
本
法

第
２
条
に
定
め
る
中
小
企
業

者
で
次
の
条
件
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
人

①
申
請
時
、
赤
磐
商
会
員
で
あ

り
、
創
業
し
て
１
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る
個
人
で
、
市

税
の
滞
納
が
な
い
起
業
家

②
申
請
時
、
法
人
登
記
を
行
っ

て
１
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
法
人
で
、
市
税
の
滞
納
が

な
い
起
業
家

■
奨
励
金
額
／
１
件
に
つ
き
20

万
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
中
小
企
業

支
援
制
度
と
創
業
者
支
援
制

度
に
関
す
る
申
請
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
商
工

観
光
課

　

取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て

い
る
は
か
り
（
家
庭
用
を
除
く
）

は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
は
か
り
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該

当
す
る
は
か
り
は
、
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
は
、
は
か
り
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
有

料
で
す
。

■
検
査
対
象

◦
商
店
、
事
務
所
、
農
協
な
ど

に
あ
る
商
売
用
は
か
り

◦
病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
の

業
務
用
は
か
り

◦
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設

な
ど
の
体
重
測
定
用
は
か
り

◦
宅
急
便
取
次
店
な
ど
の
料
金

特
定
用
は
か
り

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
商
工
観
光
課

◦
㈳
岡
山
県
計
量
協
会

　

☎
０
８
６
（
２
４
２
）
３
１
５
０

●
お
知
ら
せ

現
代
詩
講
座

「
詩
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

●
お
知
ら
せ

中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

●
お
知
ら
せ

は
か
り
の
定
期
検
査
を

う
け
ま
し
ょ
う
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図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

市
政
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

情
報
ボ
ッ
ク
ス

●おはなし会 1日㈰ 午後2時～午後2時30分／7・14・
21・28日㈯ 午前10時30分～11時　●絵本はともだち 
4・11・18・25日㈬ 午前10時30分～11時　●民話の寺小
屋 （子ども向け民話の語り） 15日㈰ 午後2時～午後2時
30分　●きらり☆しあたー（おとな版） 21日㈯ 午後2時
～　●リサイクルBOOKフェア 20日㈮～22日㈰ 午前
10時～午後6時

●ブックんのおはなしかい 7・21日㈯ 午前11時～11時
30分　●ちいさなおはなしかい 11・25日㈬ 午前11時
～11時20分　●リサイクルBOOKフェア 20日㈮～22

日㈰ 午前10時～午後6時

●なかよしタイム 10日㈫ 午前10時～正午　●おはな
しのおへや 21日㈯ 午前11時～11時30分　●リサイク
ルBOOKフェア 20日㈮～22日㈰ 午前10時～午後6時

●おはなし会 14・28日㈯ 午前11時～11時45分　●お
はなしだいすき☆えほんといっしょ 18日㈬ 午前11時～
11時45分　●リサイクルBOOKフェア 20日㈮～22日
㈰ 午前10時～午後6時

●無料観望会　21日㈯ 午後7時～10時

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科
①

中西 平井
平井

中西

休　診

田中
平井

田中
田中 担当医

② 田中 中西 平井

外　　科
担当医

午前
10時～

担当医
午後

2時～4時
松岡 担当医 担当医 担当医

整形外科
瀧川
正午～
午後3時

循環器科 山地

泌尿器科 渡邉
（月2～3回）

※予告なく変更となる場合もありますので、ご了承ください。

●受付時間　▶ 午前の部：午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分 ／ 午後の部：午後 2 時 30 分～ 4 時 30 分
　　　　　　▶ 月曜日のみ外科午後の受付時間：午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　　　　　　▶ 整形外科の受付時間：午前 11 時 30 分～午後 2 時 30 分

赤磐市立赤磐市民病院診察予定表
４月１日より下記のとおり変更します。

中央図書館

赤坂図書館

熊山図書館

吉井図書館

竜天天文台公園

月のイベント案内4 E V E N T  G U I D E  O N  A P R I L
　

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
次
の
日
程

で
休
業
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は

収
集
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
休
業
日
／
５
月
３
日
㈭
～
５

日
㈯

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

　

☎
０
８
６
９
（
９
２
）
０
８
０
９

　

岡
山
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、

長
引
く
歴
史
的
な
円
高
で
、
日

本
経
済
が
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
た
め
、
市
商
工
業
振
興

資
金
保
証
融
資
制
度
に
よ
る
保

証
付
き
融
資
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
保
証
料
率
割
引
制
度
の

取
り
扱
い
期
間
を
、
１
年
間
延

長
し
ま
す
。

■
延
長
後
の
期
間
／
平
成
25
年

３
月
末
日
ま
で

■
割
引
率
／
所
定
の
保
証
料
率

か
ら
０
・
２
㌫

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
県
信
用
保
証
協
会

　

☎
０
８
６
（
２
４
３
）
１
１
２
２

︽
変
更
前
︾
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

︽
変
更
後
︾
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
広
報
あ
か
い
わ
２
月
・

３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
知
ら
せ

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
休
業
日

●
お
知
ら
せ

保
証
料
率
割
引
制
度
の

取
扱
期
間
延
長
に
つ
い
て

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、18ページの電話番号一覧をご覧ください。

●
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
市
役
所
の

業
務
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
！
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●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康　
［ 

第
70
回 

］

春
は
入
学
、
進
学
、
就
職
と
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
で
す
ね
。

そ
こ
で
、新
し
い
環
境
の
中
で
も
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
で
つ
い
つ
い
寝

過
し
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
も
、１
日
を
気
持
ち
よ

く
過
ご
す
た
め
に
は
、が
ん
ば
っ
て
「
早

起
き
」
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、起
き
た

ら
す
ぐ
に
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、太
陽
の
光

を
取
り
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
人
間
の
体
は
、太
陽
の
日
差
し
を
浴
び

る
こ
と
で
、
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
次
に
「
朝
ご
は
ん
」
を
き
ち
ん
と
食
べ

ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
主
食
（
ご
は
ん
・

パ
ン
な
ど
）
や
主
菜
（
肉
、
魚
、
卵
な

ど
）、
副
菜
（
野
菜
、
果
物
な
ど
）
の
そ

ろ
っ
た
食
事
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
主
食
は
「
脳
の
ス
イ
ッ
チ
」

　
ご
は
ん
や
パ
ン
に
は
脳
の
栄
養
源
と

な
る
「
ブ
ド
ウ
糖
」
が
豊
富
で
す
。
こ
れ

ら
を
食
べ
る
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
て

集
中
力
が
高
ま
り
ま
す
。

●
主
菜
は
「
体
の
ス
イ
ッ
チ
」

　
肉
や
魚
を
食
べ
る
と
、効
率
よ
く
体
温

が
あ
が
り
、体
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま

す
。

●
副
菜
は
「
お
な
か
の
ス
イ
ッ
チ
」

　
朝
食
を
食
べ
る
と
、
胃
腸
が
刺
激
さ

れ
、排
便
を
促
し
ま
す
。
野
菜
や
果
物
に

含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、ス
ム
ー
ズ
な
排

便
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
早
起
き
す
る
た
め
、

早
く
寝
ま
し
ょ
う
。睡
眠
に
は
体
と
心
の

疲
れ
を
と
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。早
く
寝

る
こ
と
に
よ
っ
て
、十
分
な
睡
眠
を
確
保

す
る
こ
と
も
健
康
づ
く
り
に
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
や
環
境
の
変
化
で

体
調
を
く
ず
し
や
す
い
こ
の
時
期
。ち
ょ

っ
と
し
た
生
活
の
工
夫
で
健
康
的
に
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

春
こ
そ「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
」

～
元
気
生
活
を
は
じ
め
よ
う
～

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
［ 

第
６
回 

］

生
活
機
能
と
は
、
心
や
体
の
働
き
に

加
え
、
家
事
や
外
出
な
ど
日
常
生

活
を
送
る
う
え
で
必
要
な
機
能
の
こ
と

で
す
。
高
齢
期
の
健
康
維
持
の
た
め
に

は
、
薬
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
出
現
す
る
、生
活
機
能

の
低
下
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
赤
磐
市
で
は
、厚
生
労
働
省
の
地
域
支

援
事
業
実
施
要
網
に
沿
っ
て
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
は
４
月
中
旬
に
通
知
予
定

で
す
。通
知
対
象
者
は
▼
平
成
23
年
度
中

に
新
た
に
65
歳
に
な
っ
た
人
▼
平
成
23

年
度
中
に
転
入
し
た
65
歳
以
上
の
人
で
、

ど
ち
ら
も
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
で
す
。
各
項
目
を
回
答
し
、

５
月
11
日
㈮
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、内
容
を
確
認
し
生
活
機
能

の
低
下
が
疑
わ
れ
る
人
に
は
、６
月
中
に

介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、通
知
対
象
者
以
外
で
生
活
機
能

の
低
下
が
気
に
な
り
介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。申
し
込
み

の
手
続
き
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　
赤
磐
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
介

護
予
防
事
業
「
お
達
者
塾
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。地
域
で
行
う
サ
ロ
ン
や
老
人

会
な
ど
で
も
、介
護
予
防
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
］

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
本
庁

　
（
赤
磐
市
役
所 

介
護
保
険
課
内
）

　
☎
（
９
５
５
）
１
４
７
０

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
赤
坂
分
室

　
（
赤
坂
支
所 

健
康
福
祉
課
内
）

　
☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
山
分
室

　
（
熊
山
支
所 

健
康
福
祉
課
内
）

　
☎
（
９
９
５
）
２
３
５
０

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
吉
井
分
室

　
（
吉
井
支
所 

健
康
福
祉
課
内
）

　
☎
（
９
５
４
）
１
１
１
２

介
護
予
防
の
た
め
に
、

生
活
機
能
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施
を

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

25
項
目
を
集
計
し
、
運
動
機
能
の
低
下
、
低
栄
養

状
態
、
口
腔
機
能
の
低
下
、
閉
じ
こ
も
り
、
認
知

症
、
う
つ
状
態
な
ど
、
機
能
の
低
下
の
有
無
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
気
に
な
る
人
、
や
っ
て
み
た
い

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Health & Care
The Column

ザ・コラム
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赤磐市の交通安全活動

交
通
ル
ー
ル  

守
っ
て
広
げ
る

無
事
故
の
輪

　

４
月
６
日
㈮
か
ら
15
日
㈰
ま
で
の
10
日
間
︑﹁
交
通
ル
ー
ル　
守
っ
て
広
げ
る　
無

事
故
の
輪
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
﹁
平
成
24
年
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
﹂
が
県
下
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
︒
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
で
︑
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
︒

【
最
重
点
目
標
】

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
重
点
目
標
】

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
※
岡
山

県
自
転
車
安
全
利
用
５
則
の
周
知
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
交
差
点
に
お
け
る
正
し
い
通
行
の
徹
底

◎
岡
山
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
も

　
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
街
頭
啓
発
活
動
出
発
式

◦
日
時
／
４
月
６
日
㈮ 

午
前
９
時
～

◦
場
所
／
中
央
図
書
館
駐
車
場

◦
内
容
／
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝

達
な
ど

◎
各
地
域
で
街
頭
啓
発

◦
中
国
銀
行
赤
磐
市
店
前
／
午
前
９
時
30
分

◦
松
木
交
差
点
／
午
前
10
時
30
分

◦
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ
前
／
午
後
１
時
30
分

◦
赤
坂
支
所
前
／
午
後
２
時
30
分

岡
山
県
自
転
車
安
全
利
用
５
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を

徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
順
守
と
一
時
停

止
、
安
全
確
認

・
運
転
中
の
携
帯
電
話
、
傘
さ
し
運
転

の
禁
止

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

平
成
24
年
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動　
◆
４
月
６
日
㈮
～
４
月
15
日
㈰

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
赤
磐
市
で
は
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
︑親
し
み
や
す
く
︑

幅
広
い
年
代
の
人
に
愛
さ
れ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
︒
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
ま
り
次
第
︑
市
内
小
中
学
生
か
ら
愛
称
を
募
集
す
る
予

定
で
す
︒

◆
募
集
作
品

①
自
作
、
未
発
表
の
も
の

②
デ
ザ
イ
ン
は
、
Ａ
４
判
で
白
色
の
用
紙
に

は
っ
き
り
描
い
た
も
の
（
１
用
紙
に
つ
き

１
点
）

③
採
用
作
品
は
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
や
着
ぐ
る

み
人
形
な
ど
に
使
用
す
る
予
定
で
す
の

で
、
全
身
の
デ
ザ
イ
ン
画
で
カ
ラ
ー
に
し

て
く
だ
さ
い
（
印
刷
物
な
ど
で
白
黒
で
使

用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

◆
応
募
資
格

①
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
プ
ロ
、

ア
マ
チ
ュ
ア
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
１
人
何
点
で
も
応
募
可

◆
応
募
方
法

　

郵
送
や
持
参
、メ
ー
ル
で
応
募
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
日

　

５
月
31
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
応
募
用
紙
の
設
置
場
所

　

本
庁
協
働
推
進
室
、各
支
所
市
民
生
活
課
、

各
公
民
館
な
ど
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◆
応
募
上
の
注
意

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

②
採
用
作
品
が
発
表
済
み
の
作
品
、
あ
る
い

は
他
の
著
作
権
な
ど
を
侵
害
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
結
果
発
表
後
で

も
採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

③
採
用
作
品
の
著
作
権
・
使
用
権
は
赤
磐
市

に
帰
属
し
ま
す
。 

④
採
用
作
品
に
つ
い
て
は
一
部
補
正
や
修
正

を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
こ
の
公
募
で
得
た
応
募
者
の
個
人
情
報

は
、
公
募
に
関
す
る
ご
連
絡
以
外
で
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

○
本
庁
協
働
推
進
室

　
〒
７
０
９
︲
０
８
９
８ 

赤
磐
市
下
市
３
４
４

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
３

　

E-m
ail  kyodo@

city.akaiw
a.lg.jp

赤
磐
市
交
通
安
全
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集　
◆
５
月
31
日
㈭
ま
で
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第
3
期
赤
磐
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾

　
﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
﹂
は
︑
赤
磐
市
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
︑
平
成
21
年
度
か
ら
開
講
し
︑
今
年
度
で
３
期
目
を
迎
え
ま
し
た
︒
３
期

生
（
塾
生
）
は
︑
７
月
の
入
塾
式
か
ら
約
半
年
間
﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
︑
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
﹁
ま
ち
つ
く
～
る
﹂
を
実
践
︒﹁
楽
し

く
語
り
な
が
ら
﹂協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
︒こ
こ
で
は﹁
３

期
生
﹂
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
︒

〈 概  要 〉
■講師／会議ファシリテーター普及協会
　　　　代　表：釘山　健一さん　副代表：小野寺郷子さん
■入塾式（7月31日）
■ファシリテーション研修・初級編（8月28日）
■市民活動力研修（9月18日）
■ファシリテーション研修・中級編（10月８日）
■協働のまちづくり研修・実践編（11月５日）
■協働のまちづくり研修・中級編（12月４日）
■まちづくりサロン「まちつく～る」実行委員会（１月22日）
■まちづくりサロン「まちつく～る」実践（2月12日）
■卒塾式（3月11日）

■研修受講後の3期生の感想
●会議は、進行役が話術で進めていく印象が強く、苦手意識が
あった。研修で「参加者の主体性を引き出す」ことが大事で
あると聞き、納得しました。

●参加者全員の発言を図るなど試してみたいことがいっぱ
いです。

●発想の転換、異なる切り口、柔軟な発想について気づき
と学びを得ました。内容が充実していて、少しついてい
くのが大変。でも楽しくてモチベーションは上がります。

気
楽
に 

楽
し
く 

中
身
濃
く
！

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
に
向
け
て

『
協
働
と
は
一
緒
に
や
る
こ
と
』

◇
「
協
働
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

協
働
と
は
、
市
民
・
地
区
、
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
が
、
お
互
い
に
共
通
す
る
目
的
の
実
現
や
地

域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
互
い
の
特
性
や
違
い
を
認
め
、
そ
れ

を
尊
重
し
つ
つ
、
対
等
な
立
場
で
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、
と

も
に
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

協
働
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
や
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
取
組
手
法
の

１
つ
で
す
。

◇
「
協
働
」
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
？　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

一
人
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、

解
決
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
目
的
を
共

有
し
、
お
互
い
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

↑
会
場
の
飾
り
付
け
が
雰
囲
気
を

　

盛
り
上
げ
ま
す

↑
み
ん
な
真
剣
な
表
情
で

　

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
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Memories
①3期生の初顔合わせ。少し緊張しているよう。 ②海底
のような涼しげな飾りつけの中で議論を交わす塾生。 ③
ヨーヨーすくいなど夏祭りのような雰囲気も。 ④秋はハ
ロウィンということでおばけかぼちゃがあちこちに。 ⑤熱
心に意見を交わす塾生。席を立って話をすることもしばし
ば。 ⑥おいしそうなお菓子も塾生の手づくり。 ⑦「まちつ
く～る」実践日。どのグループもみんな笑顔で話し合う姿
が印象的でした。①

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

釘山健一さん小野寺郷子さん

　
「
愛・
・知
県
静・
・岡
市
の
釘
山
さ
ん
で

す
」。
２
月
12
日
の
ま
ち
づ
く
り
サ

ロ
ン
の
実
践
の
日
、
司
会
の
女
性

が
緊
張
し
て
そ
う
言
っ
て
し
ま
っ

た
。
会
場
は
爆
笑
。
し
か
し
、
そ

の
笑
い
は
決
し
て
失
敗
を
お
ち
ゃ

ら
か
し
て
笑
っ
た
の
で
は
な
く
、

頑
張
っ
て
い
る
司
会
者
に
「
い
い

ん
だ
よ
。
ぜ
ん
ぜ
ん
大
丈
夫
」
と

い
う
意
味
を
こ
め
て
の
笑
い
だ
っ

た
。
こ
の
笑
い
が
起
き
た
こ
と
が
、

ま
さ
に
３
期
生
の
成
果
だ
。

　
「
楽
し
い
会
議
（
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
）
を
自
分
た
ち
で
開
催
で

き
る
ス
キ
ル
」
を
身
に
付
け
る
た
め
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
き
て
、
12
日

が
そ
の
集
大
成
の
日
だ
っ
た
。
何
カ
月
も
か
け
て
受
講
生
全
員
で

準
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
ま
と
ま
り
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　

研
修
で
話
し
た
こ
と
は
「
役
割
分
担
は
す
る
け
ど
そ
れ
に
と
ら

わ
れ
な
い
」「
合
意
と
は
70
㌫
で
い
い
」。
ま
さ
に
、
実
行
委
員
会

で
こ
の
２
つ
を
実
践
し
て
準
備
に
励
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
は
…

日
本
各
地
の
実
践
を
見
て
き
た
私
た
ち
の
目
か
ら
見
て
も
、
日
本

の
モ
デ
ル
と
な
れ
る
く
ら
い
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　

こ
れ
で
赤
磐
の
人
は
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
た
。
今
後
は
ど
ん
ど
ん
各
地
域
で
「
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
、
さ
ら
に
ス
キ
ル
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
日
本
の
モ
デ
ル

地
域
へ
と
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
、

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
！

『
ま
ち
づ
く
り
塾
３
期
を
終
え
て
』

会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
普
及
協
会

代　

表　

釘
山　

健
一 

さ
ん

副
代
表　

小
野
寺
郷
子 

さ
ん
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読
者
の

広
場
　

問秘書課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
５月号の記事締め切りは
４月５日㈭までです。

　
野
波
玲
巴
さ
ん
は
、赤
磐
市
河
田
原
に

住
む
中
学
２
年
生
。岡
山
市
内
に
あ
る
バ

レ
エ
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
バ
レ
エ
教
室
の
選
抜
チ
ー
ム
が
、

昨
年
の
11
月
23
日
か
ら
27
日
に
、兵
庫
県

尼
崎
市
で
行
わ
れ
た
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｐ
︵
ユ
ー

ス
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
︶２
０
１
２

日
本
予
選
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
で
見
事

日
本
代
表
に
選
出
。チ
ー
ム
の
一
員
で
あ

る
玲
巴
さ
ん
も
４
月
末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、

バ
レ
エ
の
決
選
大
会
と
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
公
演
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
玲
巴
さ
ん
の
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
６
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

◆
講
師
／
大
倉　
祥
男
さ
ん

◆
対
象
／
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

と
そ
の
親︵
20
組
限
定
︶

◆
参
加
費
／
１
組
３
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
繁
定

　
☎
０
９
０︵
７
５
４
６
︶４
６
５
０

親
子
で
俳
句
を

作
って
み
ま
せ
ん
か

バ
レ
エ
で
世
界
に
挑
戦 

／ 

野の
な
み波
玲れ

い
は巴
さ
ん（
河
田
原
）

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、17
世
紀
に
ア
メ
リ

カ
へ
移
住
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が

輪
舞
を
も
と
に
作
っ
た
ダ
ン
ス
で
、８
人
１

組
と
な
っ
て
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ
ス
タ
ン
の
曲

に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。難
し
い
ス
テ
ッ
プ

は
な
く
、初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
私
た
ち

の
ク
ラ
ブ
で
は
、現
在
14
人
が
毎
週
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。今
回
３
回
目
の
初
心
者

教
室
を
始
め
ま
す
の
で
一
緒
に
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
期
間
／
４
月
７
日
㈯
～
︵
毎
週
土
曜

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
参
加
者
募
集

日
、計
15
回
︶

◆
時
間
／
午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
１
階
第
１
会
議
室

◆
主
催
／
赤
磐
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

◆
指
導
者
／
㈳
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟
公
認
指
導
者
・
橋
本
勉
︵
岡
山
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
所
属
︶

◆
会
費
／
１
５
０
０
円︵
15
回
分
、テ
キ
ス

ト
代
含
む
︶

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
・
ク
ラ
ブ
代
表
／
原
崎
光
美

　
　
☎︵
９
５
５
︶６
２
８
１

　
・
事
務
局
／
橋
本
恵
里
子

　
　
☎･

FAX 

０
８
６︵
４
８
２
︶１
３
４
３

　

桜
が
丘
東
︵
愛
称
﹁
磐
山
﹂
︶で
自
然

観
察
会
を
行
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
樹
木

や
虫
を
見
つ
け
て
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
５
月
12
日
㈯

　
午
前
９
時
～
11
時

　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止

◆
場
所
／
市
所
有
の
山
林
︵
桜
が
丘
東
１

丁
目
内
︶
駐
車
場
有 

※
小
学
校
予
定
地
に
集
合 

◆
持
ち
物
／
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・

運
動
靴
・
軍
手
・
水
筒 

※
山
歩
き
の
た
め
、肌
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
主
催
側
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険

里
山
で
出
会
う
初
夏
の
動
植
物
た
ちの

加
入
負
担
し
ま
す
。 

◆
探
検
隊
長
／
山
田　
勝
さ
ん

◆
参
加
費
／
無
料

◆
主
催
／
赤
磐
市
里
山
再
生
の
会
﹃
あ
か

い
わ
美
土
里
︵
み
ど
り
︶の
和
﹄ 

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
南　
裕
三

　
☎
０
９
０︵
４
５
７
１
︶７
２
９
０　

 

　
FAX
︵
９
５
５
︶２
７
５
２ 

　

m
idori01@

carrot.ocn.ne.jp 

※
申
し
込
み
時
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
︵
電
話
番
号
か
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
︶を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

催し

人物

募集

催し
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①

②

Reader's
Square

読者の広場

　
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
29
日
㈰  

午
前
11
時
～

◆
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
芸
能
部
門
の
発
表
会
︵
※
山
陽

支
部
か
ら
の
交
流
出
演
も
あ
り
ま
す
︶

◆
発
表
グ
ル
ー
プ
／
尺
八
、民
踊
、日
本
舞

踊
、詩
吟
、カ
ラ
オ
ケ
、剣
詩
舞
、社
交
ダ

ン
ス
、大
正
琴
、コ
ー
ラ
ス

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
山
公
民
館 

☎︵
９
９
５
︶１
３
６
０

　
薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
ク
イ
ズ

や
雑
学
も
交
え
て
、楽
し
く
、分
か
り
や

す
く
、お
薬
の
話
を
し
ま
す
。気
軽
に
参

加
で
き
る
教
室
で
す
の
で
、皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
19
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

◆
対
象
／
一
般

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
80
人︵
先
着
順
︶

◆
申
込
締
め
切
り
日
／
４
月
18
日
㈬ 

◆
主
催
／
岡
山
県
薬
剤
師
会
東
備
支
部

　

先
日
岩
田
大
池
の
ほ
と
り
で
、パ

ン
パ
ン
に
膨
ら
ん
だ
買
い
物
袋
が
無

数
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。拾
い
集
め
て
中
を
調
べ
て
み
る

と
、そ
こ
に
は
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
い
っ
ぱ
い
に
詰

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
︵
写
真
①
︶
。こ

れ
ら
の
も
の
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
、ご
み
と
し
て
出
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
は
、リ
サ
イ
ク
ル

知
って
安
心
！
知
って
得
す
る
！
お
薬
教
室

美
し
い
自
然
を
大
切
に 

／ 

上
田
安
行
（
山
陽
１
・
３
エ
コ
ク
ラ
ブ
）

赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部 

春
の
文
化
祭

◆
内
容
／
①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は 

②
く
す
り
を
服
用
す
る
と
き
に
注
意

す
る
こ
と 

③
く
す
り
と
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
お
か
や
ま
薬
局
山
陽
店

　
☎︵
９
５
５
︶０
０
８
０

　
︻
受
付
時
間
︼

　
・
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
︵
月
・
火
・
木
・
金
︶

　
・
午
前
９
時
～
正
午︵
水
・
土
︶

さ
れ
れ
ば
再
び
私
た
ち
の
資
源
と
な

り
ま
す
。ご
み
は
き
ち
ん
と
捨
て
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
の
岩
田
大
池
は
１
０
０

羽
を
超
え
る
カ
モ
が
越
冬
の
た
め
に

飛
来
し
、羽
を
休
め
る
き
れ
い
な
池

で
も
あ
り
ま
す
︵
写
真
②
︶
。こ
の

よ
う
な
美
し
い
環
境
を
大
切
に
す
る

た
め
に
、皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

催し催し

投稿
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Smile Photograph

T

タウン・トピックス

2012.2 ▶ 2012.3

　

２
月
19
日
、第
12
回
吉
井
つ
ち
の
こ
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
市
内
外
の

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
計
39
チ
ー
ム
が
参

加
。大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

◇
小
学
１
～
３
年
生
混
成
の
部

　

優　

勝
／
ス
ー
パ
ー
笹
岡

　

準
優
勝
／
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
ズ

　

第
３
位
／
ル
ー
キ
ー
山
チ
ャ
レ

◇
小
学
４
～
６
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝
／
ビ
タ
ー
チ
ョコ
レ
ー
ト

　

準
優
勝
／
城
南
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

第
３
位
／
Ｒ
Ａ
Ｔ
‐Ｓ
Ｋ

◇
小
学
４
～
６
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝
／
走
れ
ス
タ
ー

　

準
優
勝
／
マ
ヨ
チ
キ
ン

　

第
３
位
／
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
イ
ブ

◇
一般（
中
学
生
以
上
）男
子
の
部

　

優　

勝
／
魂
Ｒｕｎ（
ソ
ウ
ル
ラ
ン
）

　

準
優
勝
／
赤
中
野
球
部
Ａ

　

第
３
位
／
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー
ズ

※
写
真
解
説

右
上
▼
選
手
宣
誓

右
下
▼一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
き
る
第
１
走
者

左
▼
圧
倒
的
な
速
さ
で
ゴ
ー
ル
し
た
魂
Ｒ
ｕ
ｎ
の
ア
ン
カ
ー

39
チ
ー
ム
が
市
内
を
快
走

●
第
12
回 

吉
井
つ
ち
の
こ
駅
伝
大
会
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　3月4日、中央公民館で第9回赤磐市音楽祭
が開かれました。この日は「春の声」や「リベル
タンゴ」など全14曲が演奏され、およそ200人
の来場者は心の琴線に触れる弦楽器の美し
い音色にうっとりしていました。
　また、今回は曲目当てクイズやコントラバス奏
者が踊りながら演奏するといったパフォーマン
スもあり、会場内からは笑いがこぼれる一面も
ありました。

※写真解説
上▶息の合った5人の美しい演奏
下▶踊りながらコントラバスを演奏する姿に会場も
　　大盛り上がり

　２月26日、吉井会館で有害鳥獣対策セミナーが
開催されました。このセミナーは、野生鳥獣による
農作物への被害の軽減を目指したもので、市では
２回目の開催でした。会場には130人を超える参
加があり、人々の関心の高さがうかがえました。
　セミナーでは、イノシシ研究の専門家・江

え ぐ ち

口祐
ゆ う す け

輔
さんが昨年度に続いて登壇。「野生鳥獣対策は
初動が大切であり、捕獲するだけではなく、農地
に侵入させない対策、集落に寄せ付けない対策
を徹底的に取ることが大切」という江口さんの説
明に、参加者も大きくうなずいていました。その後、
県民局職員による狩猟免許制度についての説明
がありました。
　また、ロビーにはアライグマのはく製の展示もあ
り、今後の野生鳥獣の対策に役立つ内容でした。

※写真解説
上…イノシシの行動について講演する江口さん
下…会場外で捕獲された有害鳥獣を見る参加者

心の琴線に触れる美しい音色
●第9回 赤磐市音楽祭

徹底した対策で被害を減らそう
●有害鳥獣対策セミナー
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　2月28日に楢
な ら は ら

原勇
いさむ

さんが100歳を迎えるのを
お祝いするため、同27日、井上市長や備前県民
局の職員らがご自宅を訪問しました。
　はじめは緊張の面持ちだった勇さんも、時間
が経つにつれ徐々に緊張もほぐれ、市長と楽し
そうに話していました。
　勇さんの長生きの秘けつは日々の健康づくり
だそうで、ご自宅や週に１回通っているデイサー
ビスで体操や姿勢を正すなどを常に心がけて
いるそうです。

※写真解説
上▶市長からお慶び状を受け取る勇さん
下▶お話をしている勇さんはとても楽しそうでした

　3月2日に100歳を迎える橋
は し も と

本正
ま さ こ

子さんをお祝
いするため、2月27日に市長らがご自宅を訪れま
した。
　市長から記念品や花束を笑顔で受け取った
正子さんは「ありがとうございます」と何度も言っ
ていました。
　正子さんは毎日デイサービスに通うことが楽
しみだそうで、「みんなに会って話をするのが私
の生きがい」だと答えてくれました。

※写真解説
上▶花束をもらい嬉しそうな正子さん
下▶家族や市長らと記念撮影をしました

100歳おめでとうございます
●楢原　勇さん（草生）

100歳おめでとうございます
●橋本　正子 さん（八島田）
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　2月26日、中央公民館で「赤磐市生活を考え
る消費者のつどい」が行われました。
　『シニア世代にできる資産運用』という題で、
資産運用の基礎について金融広報アドバイザ
ーの磯

い そ べ

邊崇
たかし

さんが講演。会場に集まった参加
者は熱心に話を聞いていました。
　また、金融に関するパネル展示や金融相談
室なども設けられ、お金についてじっくりと考える
ことのできる１日となりました。

※写真解説
上▶資産運用について分かりやすく説明する磯邊さん
下▶金融に関するパネル展示にじっくりと目を
　　通していました

　3月6日、山陽東小学校で学校支援ボランティア
の皆さんに、日ごろの活動について改めてお礼の
気持ちを伝えるため、感謝の会が行われました。
　5年生児童によるスライドショーでのボランティ
ア活動紹介のあと、全校生徒とボランティアの皆
さんで一緒にレクリエーションをして楽しい時間を
共有しました。また、日ごろの感謝の気持ちを伝え
る手紙をプレゼントし、最後はみんなで校歌を歌
って会をしめくくりました。
　児童らは「いつもお世話になっているボランティ
アの皆さんに喜んでもらえてうれしかった」と、感
謝の気持ちを伝える機会を持てたことに満足し
ていたようでした。
　児童もボランティアの皆さんも終始笑顔で、お
互いに「ありがとう」という気持ちを伝えあってい
たのがとても印象的でした。

※写真解説
上▶レクリエーションでみんなニッコリ
下▶いつもありがとうございます！

金融についての理解深めて
●赤磐市生活を考える消費者のつどい

ありがとうの気持ちをこめて！
●山陽東小ボランティア感謝の会
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り

日
を
追
う
ご
と
に

色
を
変
え
る
不
思
議
な
山
桜

　

県
道
27
号
を
吉
井
方
面
に
向
け
て
進

ん
で
い
る
途
中
、
赤
磐
特
産
館
ア
グ
リ

に
差
し
か
か
る
数
百
㍍
手
前
の
左
手
側

の
山
肌
に
、
１
本
の
山
桜
が
見
え
ま
す
。

高
さ
は
十
数
㍍
ほ
ど
で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
よ
り
少
し
遅
れ
た
４
月
の
半
ば
か
ら

咲
き
始
め
る
こ
の
桜
は
、
染
色
桜
と
い

う
名
前
で
地
域
の
人
た
ち
に
慕
わ
れ
て

い
ま
す
。
樹
齢
は
推
定
で
１
０
０
年
く

ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
桜

の
存
在
が
知
ら
れ
た
の
は
ご
く
最
近
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
染
色
桜
は
、
長
い
間
、
周
り
に

茂
る
木
々
に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
平
成
12
年
の
春
、
地
元
の

有
志
が
「
こ
の
桜
を
守
ろ
う
」
と
活
動

を
開
始
。
桜
の
前
に
生
い
茂
る
木
を
切

り
、
み
ん
な
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
桜
の
手
前
の

広
場
を
開
放
し
、

手
づ
く
り
の
ベ
ン

チ
な
ど
も
設
置
。

平
成
16
年
か
ら

は
「
染
色
桜
ま
つ

り
」
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昔
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
と
き
の

こ
と
を
知
る
人
は

「
日
中
と
は
ま
た
違
う
趣
が
あ
り
、
と
て

も
美
し
か
っ
た
。
で
き
る
な
ら
ま
た
見

て
み
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
桜
の
最
大
の
特
徴
は
、
花
を
咲

か
せ
て
か
ら
徐
々
に
色
を
変
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
咲
き
始
め
は
淡
い

白
色
。
そ
こ
か
ら
日
を
追
う
ご
と
に
ピ

ン
ク
、
赤
へ
と
染
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
姿
が
染
色
桜
と
い
う
名
の
由
来
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
軽
部
に
あ
る
珍
し
い
こ
の
染
色
桜
。

４
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
に
は
染
色
桜
ま

つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一

度
見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

12

▼
今
号
か
ら
広
報
あ
か
い
わ
を
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
表
紙
に
は
新
た
に

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も
追
加
。「
赤
磐
の
く
ら

し
に
寄
り
添
う
情
報
ツ
ー
ル
」
と
し
ま
し

た
。
市
か
ら
情
報
を
分
か
り
や
す
く
、
そ

し
て
市
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
、
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
猪
木　

亮
）

▼
新
し
い
広
報
あ
か
い
わ
の
タ
ウ
ン
ト
ピ

ッ
ク
ス
に
は
、
ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
取
材
先

で
出
会
っ
た
笑
顔
写
真
を
紹
介
す
る
も
の

で
す
が
、
撮
影
し
た
デ
ー
タ
の
中
か
ら
笑

顔
の
写
真
を
選
ん
で
い
く
の
は
、
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
す
。
選
ん
で
い
る
う
ち
に

こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
、
つ
い
笑

顔
に
。
で
も
、
周
り
に
は
パ
ソ
コ
ン
画
面

を
見
て
に
や
に
や
し
て
い
る
変
な
人
に
映

っ
て
い
る
の
か
も
…
。

（
辻
真
理
亜
）

染
色
桜
（
赤
磐
市
西
軽
部
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

3月2日、笹岡保育園でひなまつり会が行
われました。先生手作りのキラキラの冠を
かぶった園児はとても嬉しそう。周りからは

「かわいいね！」という声も聞こえてきます。
みんなでひなまつりにまつわる歌を歌った
り、ゲームをしたりと、楽しそうでした。

至吉井

染色桜
至和気

至山陽

赤磐特産館
アグリ

赤坂支所

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

広
報

あ
か

い
わ
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